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神
鵠

毛主

る人間に

H

家
庭
で
も
忘
れ
ず

祝
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
u

むま

記
念
撮
影
な
ど
、
そ
れ
に
、
恒
例
の
紅

白
歌
合
戦
(
新
成
入
者
対
青
年
団
)
な

ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

'/J~主

責任あ

位
年
度
か
ら
取
り
あ
げ
て
実
施
し
て

い
る
成
人
式
へ
の
服
装
は
、
今
年
も
公

民
館
活
動
と
し
て
、
華
美
な
服
装
を
避

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
人
者
全
員
が
気

軽
く
出
席
で
き
る
よ

5
、
洋
服
で
の
出

席
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
案
内
状
は
、
各
該
当
者
あ
て
送

付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
案

内
も
れ
、
移
動
、
そ
の
ほ
か
、
不
審
な

点
が
あ
る
場
合
は
、
位
月
m
A
日
ま
で
に

長
浜
町
教
育
委
員
会
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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浜

上

氏

ら

け

人

が

交

替

民
生
委
員
信
条

一
、
わ
れ
ら
は
隣
人
愛
を
も
っ
て
、
そ

の
力
を
社
会
福
祉
の
増
進
に
捧
げ
る

こ
、
わ
れ
ら
は
常
に
地
域
社
会
の
実
情

を
審
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

三
、
わ
れ
ら
は
誠
意
を
も
っ
て
、
あ
ら

ゆ
る
生
活
上
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の

吏
生
を
援
け
る
。

回
、
わ
れ
ら
は
す
べ
て
の
人
々
と
協
力

し
明
朗
で
健
全
な
地
域
社
会
の
建
設

に
努
め
る
。

五
、
わ
れ
ら
は
常
に
公
正
を
旨
と
し
、

人
格
の
溜
養
と
識
見
の
向
上
に
努
め

る。

去
る
二
目
、
午
前
九
時
か
ら
行
な
わ

れ
た
民
生
委
員
辞
令
交
付
式
に
お
い
て

任
期
満
了
に
と
も
な
う
新
委
員
叉
名
が

就
任
の
決
定
を
見
、
福
祉
の
向
上
め

g

し
務
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
今
度
の
新
委
員
の
選
出
に
あ
た
っ
て

は
、
長
年
の
間
こ
れ
に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
浜
上
玄
房
氏
ら
ほ
か
旧
名
が
退
任

せ
ら
れ
一
面
寂
し
い
一
幕
も
あ
り
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
立
派
な
後
任
者
に
ひ

ま
つ
が
れ
、
再
選
さ
れ
た
引
名
の
委
員

ら
と
と
も
に
民
生
業
務
に
着
任
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

観
光
な
が
は
ま
の
名
所
H

な
が
は
ま

水
旅
館
グ
は
V
|
ズ
ン
オ
プ
に
な
っ
た

た
め
J

、
先
月
末
で
閉
館
し
ま
し
た
c

と
こ
ろ
で
、
水
漕
の
中
の
さ
か
な
た

ち
も
去
る
三
目
、
長
浜
保
育
所
の
児
童

た
ち
に
よ
っ
て
海
岸
ま
で
運
ば
れ
、
取

材
に
や
っ
て
来
た
各
新
聞
社
の
報
道
人

に
記
念
写
真
?
を
と
ら
れ
な
が
ら
、
児

童
た
ち
の
小
さ
い
手
か
ら
瀬
戸
の
海
原

な
お
、
退
任
せ
ら
れ
た
叩
人
の
方
々
こ
一?
一
円
駐
車
禁
止
で
こ
ん
な
に
す
っ
き
り
通
へ
な
ご
り
惜
し
そ
う
に
去
っ
て
ゆ
き
ま

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
感
お
犬
一

一
1
一
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
o

M

し
た
。
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E

E

Z

U

7

生
一
5
名
)
一
服
部
み
ど
り
↑
ω
!
バ
∞
区
一
大
野
一
馬
(
長
浜
)
一
V
井
上
さ
ん

民

一

櫛

生

一

政

所

千

勢

判

」

州

引

戸

則

引

」

宮

本

E
文
(
長
浜
二
青
島
の
井
上
武
治
氏
(
-
一
王
ハ
才
)

罰
一
一
田
中
タ
ツ
江
戸
車
芝
二
八
ー
た
区
一
伊
藤
仙
三
郎
(
青
島
こ
は
、
現
金
七
千
円
を
香
典
返
し
の
代
り

幸
一
仏
日
主
峨
一
市
進
一
引

t
出
区
一
水
木
己
未
生
(
沖
浦
ニ
に
「
町
の
社
会
福
祉
の
た
め
使
っ
て
ほ

「

ー

は

門

け

い

i

医
川
澄
ー
ー
一
村
上
徳
太
郎
(
櫛
生
)
一
し
い
L

と
、
ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ
寄
付
さ

一
山
市
海
一
藤
井
ミ
サ
ヲ
一
引
l
白
川
区
一
永
田
義
邦
(
豊
茂
)
一
れ
ま
し
た
。

一
(
定
員
一
本
田
信
子
一
昨
珂
区
一
久
保
千
穂
(
豊
茂
)
一
V
藤
岡
さ
ん

日
直
陥
L
M
h戸
l

」
福
村
禅
教
(
白
滝
)
一
高
野
さ
ん

一
一
佐
々
木
沢
子
(
新
)
一
切
l
川
区
清
水
勝
美
(
柴
)
一
豊
茂
の
藤
岡
弘
氏
(
二
干
九
才
〉
と

ョ
大
和
一
宇
都
台
巨
口
吉
幸
一
何
回
恰
げ
区
吉
本
吉
信
(
柴
)
一
楠
野
忠
幸
氏
(
四
十
七
才
)
は
、
そ
れ

(

定

員

-

一

1

1

1

1

-

ぞ

れ

現

金

一

万

円

、

一

を

「

地

域

の

た

め

に

6
名
)
志
田
士
口
幸
(
新

)τゅ
1

げ

区

一

一

一

1

1

一

伎

の

J

て
ほ
し
い
」
と
、
豊
茂
支
館
に
寄

一

東

富

貴

子

↑

叫

1

m

川

区

一

~

-

一

付

さ

れ

ま

し

た
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犬@猫死体収容数

犬

3苗

種

ー
月
の
日
曜
当
直
医

5

日

赤

穂

医

院

役

目

石

村

医

院

川

口

日

米

川

医

院

お

日

岡

田

医

院

四
一
本
町
通
り

間

二

一

一

駐

車

禁

止

一

一

本
町
通
り
に
駐
車
し
慣
れ
た
運
転
手

の
み
な
さ
ん
、
特
に
ご
、
ぽ
意
く
だ
さ
い

こ
の
一
日
か
ら
、
長
浜
の
本
町
一
丁

目
か
ら
四
丁
目
ま
で
の
金
一
聞
が
、
経
四

輪
車
以
上
駐
車
禁
止
に
な
り
ま
し
た
。

駐
車
禁
止
の
標
識
も
立
っ
て
い
ま
す
。

う
っ
か
り
し
て
の
駐
車
で
思
わ
ぬ
罰

金
な
ど
取
ら
れ
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
・
た
く
だ
さ
い
。

水
族
館
「
体
館
」

一
さ
か
な
た
ち

一
海
の
ふ
る
さ
と
へ
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ん
で
し
た
が
、
こ
の
モ
ダ
シ
な
展
望
台

か
ら
な
が
め
る
と
、
足
も
ガ
ク
ガ
ク
す

る
ほ
ど
に
、
よ
り
一
段
と
高
い
感
じ
d

し
か
も
、
ま
さ
に
「
絶
景
か
な
/
¥
」

の
ご
と
く
、
町
内
全
且
京
は
、
も
ち
ろ
ん
、

遠
く
瀬
戸
の
島
々
が
望
め
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
至
る
道
路
は
工
事
費

が
八
十
一
万
五
千
円
で
、
現
在
ほ
ぼ
出

来
上
が
っ
て
お
り
、
年
内
の
う
ち
に
間

も
な
く
完
工
す
る
予
定
で
す
。
と
れ
が

で
き
ま
す
と
、
町
内
唯
一
の
憩
や
散
歩

の
公
園
と
し
て
楽
し
め
る
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
。

よ
ど
さ
ぬ
よ
う
に
、
こ
わ
さ
ぬ
よ
う

に
、
み
ん
な
の
公
薗
を
可
愛
い
が
り
ま

し
ょ
う
。

て
お
り
、
今
年
度
内
会
一
月
ま
で
)
に

残
り
九
七
・
八
れ
と
道
巾
什
川
中
、
両

九
一
盟
諸
問
詑

ー
道
路
も
間
も
な
く
完
工

1

地君(豊茂)ゲ県伐表ド

役
場
前

道

路

年
度
内
に
完
工

み
ん
な
の
願
い
で
あ
っ
た
、
住
吉
公
一
め
一
二
八
万
五
千
円
を
か
け
建
造
さ
れ

園
頂
上
に
、
待
望
の
展
望
台
が
完
成
し
一
た
も
の
で
、
約
C
m
下
の
わ
が
町
を
見

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
都
市
計
画
街
路
整
一
降
ろ
せ
る
高
さ
に
な
り
ま
し
た
。
今
『
ま

備
事
業
で
あ
る
、
住
吉
公
園
町
道
新
設
一
で
白
の
前
を
樹
木
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、

工
事
と
と
も
に
公
衆
便
所
設
置
費
を
含
せ
っ
か
く
の
絶
景
地
も
余
り
冴
え
ま
せ

端
一
・
五
内
つ
つ
の
歩
道
の
舗
装
を
完

工
さ
せ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
が
完
成
し

ま

す

と

、

長

浜

町

で

最

も

広

く

最

も

美

一

し

い

こ

の

町

の

中

心

道

路

と

し

て

利

用

で

優

勝

は

も

う

占
一
一
日
け
ば
い
は
は
河
川
九
一
日

z
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i
i
i
i
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i
i
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i
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グ
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一

計

M

U

U
繰

対

一

輪

将

司

ω与
一

一

一

敗

~rm計十
日
刊
川
市
川

都
市
計
岡
街
路
整
備
事
業
と
し
て
、
二
事
一
避
難
訓
練
」
一
常
に
避
難
の
方
法

h
T
制
点
芳
子
J

川
、
戸
時
h

一
凸
お
い
ポ
ボ
ル
大
会
が
什
月
目
日

こ

の

五

月

の

町

議

会

で

認

定

止

を

受

け

た

二

大

一

一

や

避

難

の

場

所

な

一

ケ

ペ

イ

九

州

民

げ

鳴

が

屯

一

円

引

内

子

中

学

校

G
で
行
な
わ

役
場
前
道
路
が

J
た
だ
い
ま
順
調
に
進
二
三
長
浜
町
消
防
団
で
は
一
ど
を
よ
く
調
べ
て
一

i
b
鳴
子

J

し

〆

一

即

い

て

ま

し

れ

。

一

一

十

二

月

の

翌

日

師

走

月

」

(

し

ん

で

い

ま

す

。

一

一

ヵ

一

火

災

シ

l
づ
ら
到
来
に
一
言
、
家
庭

E

J

s

t

z

d

一
対
中
マ
毎
年
ト
優
勝
の
長
浜
正
す
)
と
い
い
ま
す
o

「
し
は
す
」
の

こ
の
工
事
は
、
巾
立
の
大
道
主
一
二
十
所
一
備
え
、
各
所
で
防
火
訓
練
一
い
て
は
家
族
全
員
一
町
一
冷
却
ん
ど
級
一
一
会
一
チ
|
ム
は
、
今
回
も
優
勝
一
五
口
源
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
っ
て

七
五
二
ハ
佐
渡
っ
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
二
育
一
及
び
避
難
訓
練
を
お
こ
一
に
、
職
場
に
お
い

J
こ

炉

、

fhJr一
一
大
財
候
補
ナ
l
ム
と
あ
っ
て
、
一
一
ロ
般
的
に
は

2
2「
十
二
月
、
僧

舗
装
に
寸
る
も
の
で
、
現
在
、
車
道
の
一
三
一
!
な
う
と
と
も
に
み
な
さ
ん
一
亡
は
職
員
全
員
に

!
e
P
3
!と
い

ジ

命

1

1

間
一
一
(
ト
は
士
回
戦
は
不
戦
勝
と
い
一
を
む
か
え
て
、
経
ょ
を
読
ま
せ
、
東
西
に

展
室
台
か
ら
の

i
が
め
は
一
段
と
拡
く
美
し
く
な
り
ま
し
た
o

部
分
の
二
七
七
人
す
で
が
完
成
し
二
保
一
の
家
庭
や
職
場
に
お
い
て
一
よ
く
徹
底
さ
す
よ
一
対
ぶ
比
一
泊
}
一

L
A日
e
l
f
-
r
7フ
員
う
カ
ン
ロ
ク
対
肱
川
チ
l
一
は
せ
は
し
る
が
故
に
、
師
走
月
と
い
う

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
1
1
;
i
!
i
i
!
i
i
i
i
i
i
b
t
h
h
j
h
e
t
i
-
-ミ
ミ

i
h
h
i
a
h旬
、
!
と

h
i
-
-、、、
i
iミミ、、
i
h
h
i
i
i
h
h一
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

;
i一
…
ソ
時
ム
二
回
戦
に
雄
々
し
く
出
一
」
が
定
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
茂
の
菊
地
邦
求
(
く
に
も
と
)
君
〔
一
元
連
合
青
年
団
長
)
は
、
毎
年
I
N
H
K

一
し
か
し
、
現
在
の
農
村
の
生
活
は
、
一
を
持
っ
て
い
ま
す
o

一
な
お
、
先
月
の
訓
練
で
は
、
官
、
一
(
員
門
場
し
た
と
こ
ろ
、
ど
う
狂
一
そ
の
ほ
か
、
四
時
の
は
て
る
月
の
意

が
応
募
し
て
い
る

ρ

青
年
の
主
張
グ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
た
結
果
、
み
一
文
告
に
も
一
歩
も
二
歩
も
立
ち
遅
れ
一
私
は
、
農
業
は
立
派
な
職
業
だ
と
思
一
マ
ン
モ
ス
化
し
た
長
浜
中
学
校
で
、
目
一
(
議
っ
た
か
、
な
ん
、

i
一
味
で
「
四
極
月
」
の
転
化
し
た
も
の
と

ご
と
愛
媛
県
芳
一
位
で
県
代
表
の
栄
与
を
獲
得
、
四
国
大
会
に
望
み
ま
し
た
が
一
て
い
ま
す
。
一
体
何
が
農
村
の
近
代
化
一
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
だ
生
産
を
上
げ

7
に
は
長
浜
保
育
所
園
児
を
対
象
に
、
一

4
の
大
完
敗
、
と
れ
に
は
さ
れ
が
引
一
刊
の

h
リ
川
口
刊
誌
い
も
の
な

惜

し

く

も

入

賞

で

き

ま

せ

ん

で

し

た

。

一

を

阻

害

し

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

親

÷

る

た

め

に

、

牛

や

馬

の

よ

う

に

汗

を

流

一

発

煙

灯

を

た

き

、

本

番

さ

な

が

ら

な

が

↑

一

〔
出
品
作
文
一
言
一
野
口
竹
下
問
時
一
品
川
目
白
石
川
内
日
一
六
甲
泣
い
山
町
内
自
一
円
以
一
同
一
一
一
出
三
詰
旧
民
正
出
品

l
私

の

訴

え

た

い

こ

と

日

一

農

家

の

親

た

ち

は

、

農

業

に

、

も

ど

か

τ生
活

を

し

、

自

分

の

趣

味

も

十

分

伸

一

(

写

真

上

手

に

避

難

成

功

を

見

せ

た

一

だ

っ

て

。

一

日

本

に

あ

っ

た

も

山

弓

九

日

一
し
い
ほ
ど
に
執
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
ぼ
し
た
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
心
を
大
一
保
育
所
児
童
た
ち
の
訓
練
の
模
様
〕
一
し
か
し
今
大
会
た
だ
一
本
の
ホ

1
ム

一

英

語

で

は

ロ

ヨ

ロ

二

一

一

し

か

し

、

そ

の

執

念

を

受

け

継

ぐ

若

者

-

き

く

豊

か

に

持

つ

た

め

に

、

政

治

や

色

一

7
3
3
2
3
岡崎、，
i
f
-
-酬
f
r・-
J
J
e
-
-』
3
1
1
3
1
K
E
f
-
f
J
J
J
3
7
3
〉
?
?
?
L
古
い
麿
で
、
矛
十
番
目
の
月
と
い
う
こ

私
は
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
互
い
る
乳
牛
だ
っ
た
の
で
す
。
一
が
農
村
に
は
少
な
い
の
で
す
o

安
易
な
一
々
な
社
会
問
題
も
知
っ
て
い
た
い
の
で
一
(
め
お
正
月
料
理
は
一
あ
ん
ず
の
甘
露
煮
、
そ
れ
に
す
込
一
と
で
す
。
や
は
り
一
年
の
最
後
の
月
に

一
一
昨
日
間
一
一
一
戸
出
一
一
品
何
年
一
一
一
出
品
…
…
一
一
…
一
応
一
一
日
日
目
立
の
あ
戸
ト
リ
u
h
三一一一一…昨日枯れ…一一……一一万一昨日

を
思
し
、
高
校
の
通
信
教
育
を
受
け
な
一
れ
、
夕
方
重
い
足
ど
り
で
牛
舎
に
近
づ
一
に
魅
力
を
失
う
理
由
は
、
た
だ
農
業
が
一
今
や
、
文
明
社
会
に
お
い
て
人
間
が
寸
お
正
月
に
は
や
は
り
グ
和
風
グ
の
雰
囲
一
煮
、
そ
れ
に
、
お
年
寄
り
に
も
、
ま

ι
ぐ
天
災
に
町
政
も
ゆ
す
ぶ
ら
れ
た
よ
う

が
ら
、
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
農
業
一
く
と
、
私
の
七
頭
の
可
愛
い
い
牛
た
ち
一
他
の
産
業
に
比
較
し
て
収
益
性
が
少
な
一
最
も
求
め
て
い
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
一
~
気
を
た
い
せ
つ
に
し
た
い
も
の
。
一
た
案
外
若
い
人
た
ち
に
も
喜
ば
れ
る
こ
な
悪
年
で
し
た
。
と
も
あ
れ
，
迎
え
る

の

道

へ

入

っ

た

の

で

す

。

一

が

「

モ

l
」
と
鳴
い
て
迎
え
て
く
れ
ま
一
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
の
性
一
か
。
レ
ジ
ャ
ー
、
教
育
、
肉
体
の
生
理
て
N
H
K
で
は
、
十
二
月
の
ご
家
庭
向
一
鶏
肉
と
相
性
の
よ
い
野
菜
類
の
う
ま
と
年
が
天
事
室
注
ん
か
い
の
年
と
な
る

し
か
し
、
農
業
は
私
の
思
っ
て
い
た
一
す
。
私
は
昼
間
の
農
作
業
の
疲
れ
を
忘
一
格
が
非
近
代
的
で
あ
り
、
農
村
の
若
者
一
に
、
心
の
重
定
、
そ
の
対
象
と
し
て
一
)
け
の
番
組
で
、
お
正
月
に
そ
な
え
る
話
一
煮
な
ど
。
一
一
ょ
う
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ほ

ど

あ

ま

い

な

も

の

で

は

な

か

っ

た

一

れ

て

牛

舎

に

駆

け

つ

け

ま

す

。

鼻

息

も

一

一

つ

題

を

放

送

い

た

し

ま

す

。

一

十

二

月

二

十

八

日

(

土

)

土

編

集

寧

も

担

当

係

が

変

っ

て

九

号

目

の
で
す
o

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
る
都
会
一
荒
く
ー
に
む
さ
ぼ

2
4
2一
日

品

川

刊

誌

記

u
h一
日

日

日

口

三

れ

で

白

山

下

目

立

詰

日

一

ト

日

目

立

認

訪

問

一

時

日

目

立

古

川

の
生
活
に
あ
こ
が
れ
た
私
は
、
ヵ
7

ゃ
一
を
見
う
ち
に
、
昼
間
の
農
作
業
の
疲
一
鐙
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
-
文
化
の
僻
地
で
あ
る
」
と
い
う
人
に
対
7
の
奥
様
が
た
に
、

N
H
K
テ
レ
ど
の
「
一
り
な
い
と
い
う
時
の
用
意
に
。

γ

一
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

ク
ワ
を
投
げ
だ
し
て
「
襲
業
が
こ
ん
な
一
れ
も
ど
こ
か
え
ふ
っ
と
ん
で
し
ま
い
ま
一
そ
う
で
し
ょ
う
か
、
私
は
、
問
題
は
私
一
し
て
、
私
は
「
都
会
は
自
然
か
ら
の
僻
一
へ
き
ょ
う
の
料
理
」
で
は
、
暮
れ
の
四
日
一
簡
単
に
手
を
加
え
る
だ
け
で
、
食
卓
ご
く
ご
愛
読
願
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

に
い
や
な
も
の
か
」
と
両
親
に
ぐ
ち
を
一
す
o

一
達
若
者
の
仰
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
一
地
で
あ
る
」
と
き
口
い
た
い
。
育
、

E
月
料
理
の
ど
案
内
を
い
た
し
ま
一
に
変
化
を

Jiせ
ら

1
ま
す
。
一
一
す
。

言
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
。
幼
い
一
愛
情
を
そ
そ
い
で
育
て
た
子
牛
が
、
一
の
証
拠
に
、
し
っ
か
り
し
た
経
営
を
や
一
私
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
、
七
ず
。
一
指
導
は
、
し
す
れ
も
哨
理
研
究
家
主
な
お
、
係
で
は
広
報
(
本
誌
、
有
線

と
ぎ
か
ら
馴
れ
初
ん
で
き
た
新
鮮
な
空
一
立
派
に
成
長
し
、
私
の
期
待
に
応
え
て
一
っ
て
い
る
若
者
の
所
に
は
良
い
嫁
さ
ん
一
五
年
後
に
一
万
ド
ル
の
酪
豊
富
の
実
一
)
十
二
月
二
十
五
日
(
水
)
一
の
辰
巳
浜
子
さ
ん
で
す
止
の
番
組
放
送
な
ど
)
に
つ
い
て
の
ご
意

気
と
土
の
匂
い
も
、
私
の
心
の
支
え
に
一
〈
れ
る
時
、
私
は
、
素
晴
し
い
牛
を
発
一
が
来
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
農
村
に
は
、
一
現
を
目
指
し
て
、
私
は
、
こ
の
農
業
に

U

「
祝
い
肴
」
田
作
り
、
黒
一
豆
、
叩
き
一
「
き
ょ
う
の
料
理
」
の
放
送
時
間
は
、
一
一
見
、
ど
希
望
そ
の
他
あ
な
た
の
地
域

は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
一
見
し
、
創
造
す
る
喜
び
を
感
じ
る
の
で
一
魅
力
あ
る
若
者
飢
餓
日
で
は
な
い
で
し
ょ
一
生
き
る
仲
間
と
堅
く
団
結
し
、
土
の
匂

7

ご
ぼ
う
、
そ
れ
に
数
の
子
な
ど
。
一
毎
週
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
、
総
合
テ
レ
一
一
で
の
話
題
や
ニ
ュ
ー
ス
を
求
め
て
お
り

そ
ん
な
私
に
、
農
業
で
生
ぎ
る
き
す
。
自
分
の
手
で
育
て
、
自
分
の
努
力
一
う
か
。
し
か
し
、
農
家
の
生
活
に
は
、
一
い
の
す
る
手
で
、
支
よ
い
農
林
記
す
一
一
月
一
子
六
日
(
木
〉
、
自
一
ピ
の
午
前
九
時
四
十
分
l
十
時
、
君
子
す
の
で
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ
頂
き
ま

を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
両
親
で
も
友
一
が
そ
の
ま
ま
形
に
現
わ
れ
る
農
業
に
、
一
け
じ
め
が
な
く
、
多
イ
の
仲
間
違
は
白
一
設
し
て
行
こ
と
回
一
い
ま
す
。
日
「
口
取
り
」
一
足
き
ん
と
ん

S
た
ま
一
送
は
、
午
後
三
時
四
十
分
l
四
時
一
ヵ
止
す
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

人
で
も
あ
り
ま
せ
ん

0
2飼
育
し
で
一
号
魅
せ
ら
れ
た
の
で
す

0

5
時

聞

が

取

れ

ず

、

共

通

し

た

堅

一

う

一

「

い

な

い

J

山一
P

唯

比

一

見

叶

仁

-

行

建

立

法

円

九

日

付

け

f
~
一
宛
先
は
「
役
場
総
務
課
広
報
告
で
す

車

@

歩

道

分

け

の

メ
ー
ン
@
ス
ト
ウ
リ
!
ト

、電.
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名

雄

久

義

隆

庫

夫

市

男

行

隆

雄

献

佳

正

義

倉

孝

清

岩

直

儀

一

一

五

水

本

岡

関

岡

田

丸

田

保

問

回

目

)

氏

劃

清

松

宮

明

菊

水

石

岡

久

〕

仲

〉

中

浦

正

除

も
』阜

訂

削

。

頁

6

H

お
犯
…
ω

U
沼

(

仏

(

m

A

E

二

百

一

以

上

の

す

ば

ら

し

い

内

L

み
に
主
催
者
側

一
一
一
一
諮
問
白
滝
文
化
展
か
ら
一
一
一
も
満
足
の
表
情
で
し
た
o

し
か
し
、
観

一
一
明
治
百
年
の
記
念
行
事
と
し
て
、
白
一
覧
者
の
ほ
と
ん
ど
が
年
輩
の
方
で
、
そ

一
一
滝
支
館
を
会
場
に
、
空
盲
年
の
歴
史
一
れ
に
く
ら
べ
て
若
い
人
た
ち
の
訪
れ
が

一

一

一

少

な

い

の

が

目

立

ち

主

催

者

側

を

ち

ょ

-
一
物
を
展
示
し
た
「
白
滝
文
化
展
」
が
、
一

二

け

っ

と

ガ

ツ

カ

り

さ

せ

一
一
去
る
什
月
刊
U

@

4

9

引

二

η
日
の
一
一
一
日
間
引
一

L
若

人

よ

、

も

っ

と

…

ま

し

た川
公
民
館
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